


診憲班派遭施設報告

！ ●診療班派遣施設報告 I 

阪神大震災救援活動について

中津病院 事務部長 泉 章

一
月
二
十
三
日
（
月
）
本
部
よ
り
目
黒
理
事
来
阪
、

当
院
に
て
兵
庫
県
災
害
救
助
対
策
の
幹
事
会
が
近
隣

府
県
の
病
院
長
が
来
院
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
で

効
率
的
に
災
害
援
助
を
行
う
た
め
、
現
地
災
害
対
策

本
部
の
設
置
が
決
ま
り
、
そ
の
後
の
幹
事
会
で
一
月

二
十
六
日
（
木
）
よ
り
東
灘
区
の
灘
高
校
に
済
生
会

の
診
療
拠
点
が
二
十
四
時
間
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
と
な
り
、
そ
の
設
営
の
任
を
受
け
て
当
院
医
療

チ
ー
ム
を
急
逮
編
成
（
医
師
二
名
・
看
護
婦
二
名
・

薬
剤
師
一
名
・
事
務
員
一
名
）
ま
た
、
診
療
拠
点
に

掲
げ
る
済
生
会
の
シ
ン
ボ
ル
済
生
会
旗
の
他
、
携
帯

す
る
医
薬
品
・
医
療
器
具
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ニ

泊
三
日
の
診
療
に
あ
た
る
医
療
チ
ー
ム
の
救
援
活
動

拠
点
設
営
に
必
要
な
備
品
（
暖
房
器
具
・
寝
具
・
自

転
車
・
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
・
水
・
事
務
用
品
等
々
）

を
一
夜
に
し
て
取
り
揃
え
、
一
月
二
十
六
日
（
木
）

灘
高
校
に
向
け
出
発
す
る
。
二
泊
三
日
、
二
十
四
時

間
体
制
診
療
の
任
を
受
け
て
い
る
た
め
、
医
師
、
看

護
婦
等
診
療
ス
タ
ッ
フ
は
翌
朝
、
交
替
要
員
を
送
る

こ
と
に
し
た
。

そ
の
後
、
約
一
カ
月
間
済
生
会
阪
神
大
震
災
現
地

対
策
本
部
で
ま
と
め
ら
れ
た
診
療
班
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
よ
り
、
各
地
の
済
生
会
病
院
が
交
代
で
灘
高
校
を

拠
点
と
し
て
二
十
四
時
間
体
制
の
診
療
を
継
続
し
て

き
た
が
、
被
災
地
区
の
診
療
体
制
等
は
徐
々
に
修

復
●
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
済
生
会
と
神
戸
市
（
東

灘
保
健
所
）
と
の
協
議
の
結
果
、
二
月
二
十
四
日
正

午
を
も
っ
て
東
灘
地
区
の
派
遣
診
療
活
動
を
終
了
す

る
こ
と
と
な
り
‘
ヽ
摯
診
療
班
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
二
月

二
十
＿
1
-

日
に
派
遣
予
定
さ
れ
て
い
だ
富
山
病
院
に
代

わ
り
へ
．
当
饒
が
今
度
は
撤
収
の
任
も
受
け
診
憲
班
を

派
遣
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
回
は
二
十
三
日
＋
時

に
宇
都
宮
病
院
よ
り
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
受
け
、
—
-
+

四
日
正
午
ま
で
の
一
泊
二
日
の
診
療
を
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

派
遣
ス
タ
ッ
フ
（
医
師
二
名
・
看
護
婦
二
名
・
薬

剤
師
一
名
”
事
務
員
一
名
）
：
翌
朝
は
都
合
に
よ
り
、

前
日
派
遣
し
て
い
た
薬
緬
靡
・
事
務
の
交
替
要
員
を

派
遣
、
済
生
会
の
各
病
院
よ
り
持
ち
込
ま
れ
た
医
薬

品
、
災
害
対
策
本
部
よ
り
漸
次
補
艦
・
整
備
さ
れ
た

備
品
等
が
設
営
さ
れ
た
当
初
よ
り
か
な
り
増
え
て
い

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
の
で
、
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
一

台
を
チ
ャ
ー
タ
ー
、
当
院
救
急
車
と
で
撤
収
に
向
か

゜
ぅ

な
お
、
当
日
は
災
害
対
策
本
部
職
員
と
当
院
小
林

副
院
長
が
、
こ
れ
ま
で
交
代
で
診
療
を
し
て
き
た
済

生
会
医
療
チ
ー
ム
を
代
表
す
る
形
で
灘
高
校
と
東
灘

保
健
所
に
出
向
き
、
本
日
正
午
を
も
っ
て
灘
高
校
を

拠
点
と
し
た
済
生
会
医
療
チ
ー
ム
撤
収
の
挨
拶
に
行

か
れ
た
。

前
日
よ
り
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
本
日
派
遣
し
た
メ

ン
バ
ー
が
全
員
協
力
し
て
撤
収
作
業
が
進
め
ら
れ
、

医
薬
品
は
整
理
し
て
東
灘
保
健
所
に
、
食
料
品
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
寄
贈
、
灘
高
校
保
健
室
を
掃
除
し
、

整
理
整
頓
後
撤
収
し
た
と
の
報
告
で
あ
る
。
現
地
災

害
対
策
本
部
に
戻
っ
た
救
急
車
・
ト
ラ
ッ
ク
に
は
、

済
生
会
医
療
班
が
長
期
間
に
わ
た
り
日
夜
奮
闘
し
た

物
々
し
い
資
材
を
満
載
し
て
い
た
。

当
院
も
こ
の
阪
神
大
震
災
に
よ
る
被
災
で
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
地
震
管
制
装
置
が
は
た
ら
き
ス
ト
ッ
プ
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（
早
急
に
仮
復
旧
）
、
建
物
は
エ
キ
ス
パ
ー
シ
ョ
ン

部
の
天
井
の
破
損
、
外
壁
の
目
地
部
ク
ラ
ッ
ク
、
開

口
廻
り
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
損
、
仕
上
げ
材
（
階

段
ボ
ー
ド
）
の
破
損
等
が
あ

っ
た
が
、
建
物
の
構
造

本
体
に
つ
い
て
は
無
傷
（
病
院
建
築
施
行
業
者
報

告
）
で
あ
っ
た
。

病
棟
内
で
は
、
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
備
品
が

散
乱
し
大
変
で
あ
っ
た
が
、
宿
直
職
員
の
応
援
で
整

理
、
入
院
患
者
さ
ん
に
も
負
傷
者
が
な
く
幸
い
で
あ

っ
た
。一

方
、
職
員
に
は
多
数
の
被
災
者
が
あ
り
、
非
常

に
胸
の
痛
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
交
通
機

関
の
途
絶
に
よ
り
出
勤
職
員
が
極
め
て
少
な
か
っ
た

が
、
各
部
門
の
協
力
体
制
と
困
難
な
中
を
医
療
人
と

し
て
の
使
命
達
成
の
た
め
職
場
に
駆
け
つ
け
た
職
員

の
お
か
げ
で
、
入
院
患
者
さ
ん
の
お
世
話
も
ど
う
に

か
大
き
な
支
障
を
き
た
さ
ず
切
り
抜
け
る
こ
と
が
で

き
、
職
員
の
医
療
人
と
し
て
の
使
命
感
と
そ
の
労
苦

に
対
し
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

灘高校正門前

灘高校保健室内薬棚
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被災者受け入れ施設報告

I ●被災者受け入れ施設報告i、 I 

兵庫県病院の対応について

兵庫県病院 看護部長 柴田 洋子

平
成
七
年
一
月
十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
、
連

休
明
け
の
早
朝
、
僅
か
数
十
秒
に
し
て
、
国
際
都
市

神
戸
を
中
心
に
芦
屋
、
西
宮
、
宝
塚
、
伊
丹
の
各
都

市
及
び
、
淡
路
島
北
部
の
北
淡
、
一
宮
町
並
び
に
周

辺
各
市
町
に
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
る
大
地
震
に

お
そ
わ
れ
た
。

こ
の
地
震
に
よ
る
兵
庫
県
病
院
の
被
害
は
、
震
源

地
か
ら
比
較
的
離
れ
た
位
置
に
立
地
し
て
い
た
た
め
、

中
央
カ
ル
テ
室
の
カ
ル
テ
棚
の
倒
壊
な
ど
、
病
院
の

建
物
に
若
干
の
被
害
は
あ
っ
た
が
、
幸
い
軽
微
な
も

の
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ
る
ガ
ス
、

水
道
、
電
話
に
は
被
害
が
な
く
、
電
気
は
地
震
直
後

に
停
電
に
な
っ
た
も
の
の
、
瞬
時
に
非
常
用
、
自
家

用
発
電
機
が
起
動
し
て
配
電
さ
れ
た
の
で
、
レ
ス
ピ

レ
ー
タ
ー
、

M
E
機
器
も
順
調
に
作
動
を
続
け
、
業

務
に
大
き
な
支
障
は
な
か
っ
た
。

当
日
の
入
院
患
者
は
百
九
十
三
名
で
あ
っ
た
。
地

震
直
後
、
四
階
病
棟
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
誤
作
動
に

よ
る
病
室
・
廊
下
の
浸
水
や
、
物
品
の
落
下
に
よ
る

器
物
破
損
な
ど
で
、
病
棟
は
一
時
的
に
混
乱
状
態
に

な
り
か
け
た
。
し
か
し
、
深
夜
勤
務
看
護
婦
十
四
名

は
、
患
者
の
安
全
確
認
、
重
症
患
者
の
管
理
、
浸
水

へ
の
対
応
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
状
況
を
判
断
し

迅
速
に
行
動
し
た
。
ま
た
、
院
内
の
看
護
婦
寮
に
、

入
寮
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
も
、
自
己
判
断
で
即
座
に

駆
け
つ
け
、
当
直
看
護
婦
と
共
に
救
急
外
来
の
職
務

に
従
事
し
た
。

こ
の
度
の
地
震
に
際
し
、
兵
庫
県
病
院
が
行
っ
た

対
応
の
主
な
も
の
は
、
緊
急
災
害
対
策
本
部
の
設
置
、

特
別
救
急
体
制
、
稼
動
ベ
ッ
ド
数
の
増
床
、
看
護
要

員
の
確
保
、
入
院
患
者
の
早
期
退
院
及
び
入
院
待
ち

患
者
へ
の
協
力
要
請
等
で
あ
っ
た
。
そ
の
概
要
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

＿
‘
緊
急
災
害
対
策
本
部
の
設
置
と
被
災
患
者
の
受

入
れ
体
制
の
確
立

現
三
浦
院
長
を
中
心
に
幹
部
会
メ
ン
バ
ー
が
当

日
午
前
中
に
集
ま
り
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し

た
。
そ
し
て
病
院
は
、
兵
庫
県
並
び
に
神
戸
市
の

対
策
本
部
と
協
議
し
、
二
次
救
急
病
院
と
し
て
、

被
災
者
の
受
入
れ
に
、
万
全
を
期
す
こ
と
を
決
定

し
た
。
具
体
的
な
受
入
れ
に
そ
な
え
、
災
害
対
策

本
部
は
、
特
別
救
急
体
制
、
ベ
ッ
ド
数
の
増
床
、

看
護
要
員
の
確
保
、
入
院
待
ち
患
者
へ
の
協
力
要

請
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

被
災
患
者
の
た
め
の
特
別
救
急
体
制
は
、
地
震

当
日
よ
り
一
月
二
十
六
日
ま
で
と
る
こ
と
に
な
っ

た
。
診
療
は
救
急
セ
ン
タ
ー
で
行
う
こ
と
と
し
、

そ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
当
直
医
師
四
名
、
看
護
婦

三
S
四
名
、
放
射
線
技
師
及
び
検
査
技
師
各
一
名

を
配
置
し
た
。

被
災
者
の
入
院
の
た
め
に
、
ベ
ッ
ド
数
の
増
床

を
決
め
た
。
一
月
十
六
日
迄
の
当
院
の
稼
働
ベ
ッ

ド
数
は
、
患
者
動
向
や
看
護
婦
数
を
考
慮
し
て
、

二
百
三
十
九
床
で
あ
っ
た
が
十
五
床
増
床
し
、
ニ

百
五
十
四
床
と
し
た
（
表
1
)
。
増
床
に
伴
う
看

護
要
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
済
生
会
本
部
等
か

ら
の
支
援
の
打
診
を
頂
い
た
が
、
交
通
機
関
の
分

断
、
宿
泊
施
設
確
保
が
見
込
め
な
い
こ
と
、
ま
た

済
生
会
各
病
院
の
事
情
等
も
考
慮
の
う
え
、
で
き

る
だ
け
自
力
で
補
充
す
る
こ
と
と
し
た
。
退
職
職
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員
や
知
人
な
ど
を
通
じ
て
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
看

護
椙
会
、
神
戸
大
学
附
属
病
院
な
ど
か
ら
支
援
を

受
け
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
援
助
し
て
下
さ

っ
た
方
に
は
、
一
月
十
九
日
よ
り
二
月
末
日
ま
で

延
べ
十
九
名
、
百
四
十
三
日
間
お
世
話
に
な
っ
た
。

[
職
員
の
確
保
は
、
困
難
を
き
わ
め
た
。
職
員
の

被
災
状
況
は
、
建
物
の
全
壊
二
名
、
半
壊
二
十
五

名
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
緊
急
に
院
内
の
看
護
婦

寮
十
室
、
職
員
宿
舎
二
室
、
人
間
ド
ッ
ク
室
な
ど

の
開
放
に
よ
っ
て
医
師
及
び
看
護
婦
の
確
保
に
努

め
、
十
六
名
が
臨
時
に
看
護
婦
寮
及
び
職
員
宿
舎

に
入
居
し
た
。
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

職
員
は
十
九
名
で
あ
り
、
六
名
が
仮
住
ま
い
を
し

た
1

四
月
末
現
在
で
は
、
避
難
所
か
ら
通
勤
し
て

い
る
職
員
が
二
名
、
看
護
婦
寮
に
避
難
中
の
職
員

が
六
名
い
る
。

職
員
の
出
務
率
に
関
し
て
、
医
師
は
当
日
七

四
・
八
％
、
翌
日
八
四
・
八
％
で
あ
り
看
護
婦
は

当
日
、
翌
日
七
六
％
、
十
九
日
九

0
%、
事
務
系

応
職
員
で
は
当
日
五
六
％
、
翌
日
七
一
％
、
十
九
日

％
で
あ
っ
た
。
交
通
途
絶
な
ど
で
正
規
の
ル

ぃ世――

.’~'
□1
卜
で
通
勤
で
き
な
か
っ
た
職
員
が
全
体
の
二
〇

；
％
（
五
十
八
名
）
で
あ
っ
た
。
出
務
率
が
比
較
的

高
い
こ
と
は
、
〗
激
震
地
の
居
住
職
員
が
全
体
の
十

五
％
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
被
災
職
員
の
所
在
を

確
認
し
、
職
員
相
互
の
送
迎
に
協
力
し
て
く
れ
た

た
め
で
あ
る
。

二
、
被
災
患
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て

i

被
災
患
者
の
受
入
れ
状
況
は
、
当
初
落
下
物
に

」
よ
る
頭
部
打
撲
や
腰
部
打
撲
、
家
具
や
建
物
の
下

敷
き
等
、
整
形
外
科
的
な
患
者
が
多
か
っ
た
が
、

日
を
経
過
す
る
に
従
い
肺
炎
、
喘
息
等
の
内
科
系

の
患
者
が
増
加
し
て
き
た
（
表
2
)
。
一
月
十
七

日
か
ら
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
十
五
日
間
で
受
入

れ
た
患
者
数
は
六
百
七
十
四
名
で
、
う
ち
入
院
し

た
患
者
は
百
六
名
で
あ
っ
た
。
震
災
の
ひ
ど
か
っ

た
東
灘
区
、
灘
区
、
長
田
区
、
中
央
区
か
ら
移
送

さ
れ
た
患
者
が
全
体
の
六
二
％
を
占
め
て
い
た
。

入
院
患
者
の
内
訳
は
、
外
科
系
三
三
％
、
内
科
系

五
ニ
・
八
％
で
、
ま
た
、
入
院
後
の
死
亡
患
者
は
、

八
名
（
多
臓
器
不
全
三
名
、
呼
吸
器
系
三
名
、
循

環
器
系
一
名
、
腎
不
全
一
名
）
で
あ
っ
た
。

受
入
れ
患
者
に
特
徴
的
で
あ
っ
た
の
は
、
透
析

患
者
が
、
震
災
翌
日
よ
り
急
激
に
増
加
し
た
こ
と

で
あ
っ
た
（
表
3
)
。
交
通
機
関
が
寸
断
さ
れ
、

通
院
で
き
な
く
な
っ
た
近
隣
の
人
工
透
析
患
者
が
、

マ
ス
コ
ミ
の
病
院
情
報
や
透
析
施
設
か
ら
の
指
示

で
翌
日
よ
り
多
数
来
院
し
た
の
で
あ
る
。
臨
時
の

透
析
受
入
れ
患
者
数
は
六
十
名
で
、
述
べ
百
五
十

四
名
に
な
っ
た
。
震
災
に
よ
る
新
た
な
透
析
の
導

入
は
、
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
四
名
、
糖
尿
病
性
腎

不
全
二
名
の
六
名
で
、
う
ち
三
名
は
離
脱
、
三
名

は
死
亡
の
転
帰
を
と
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
通
常
の

三
S
四
倍
の
患
者
の
受
入
れ
に
よ
っ
て
、
三

S
四

ク
ー
ル
を
ス
タ
ッ
フ
の
交
代
要
員
が
な
い
中
で
、

業
務
は
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
続
い
た
。

入
院
し
た
患
者
に
は
、
内
科
系
の
重
症
患
者
が

多
く
、
一
病
棟
で
レ
ス
ピ
レ
ー
タ
ー
が
同
時
に
四

台
稼
働
し
て
い
る
時
期
も
あ
り
、
異
常
な
忙
し
さ

で
看
護
度
も
通
常
平
均
よ
り
五

O
S六
0
％
ア
ッ

プ
し
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
相
当
ハ
ー
ド
な
勤
務
を
強

い
る
こ
と
と
な
っ
た
（
表
4
)
。

通
院
中
の
患
者
に
つ
い
て
は
、
中
央
カ
ル
テ
棚

が
倒
壊
に
よ
り
、
外
来
カ
ル
テ
の
取
り
出
し
が
で

き
ず
、
す
べ
て
の
外
来
患
者
を
初
診
扱
い
で
対
応

し
た
。
外
来
予
約
及
び
入
院
予
定
者
の
カ
ル
テ
を

探
し
出
す
の
に
相
当
の
時
間
と
労
力
を
要
し
た
。

カ
ル
テ
棚
は
一
月
二
十
七
日
に
一
部
復
旧
し
、
全

面
復
旧
に
は
、
一
カ
月
半
を
要
し
た
。

三
、
今
回
の
教
訓
と
今
後
の
対
応

今
回
の
地
震
で
病
院
と
し
て
、
最
善
の
対
応
を

し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
の
中
で
困
難
を
き

わ
め
た
の
は
、
専
門
性
を
問
わ
れ
る
部
門
で
の
マ

ン
パ
ワ
ー
の
確
保
、
入
院
受
入
れ
の
要
請
が
あ
っ

た
患
者
が
市
街
地
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
く
移
送
さ
れ

な
か
っ
た
。
被
災
職
員
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
住
宅
、

宿
泊
施
設
及
び
通
勤
手
段
の
確
保
、
被
災
患
者
で

自
宅
の
倒
壊
等
で
帰
る
と
こ
ろ
の
な
い
人
、
ま
た

金
銭
の
持
ち
合
わ
せ
の
な
い
患
者
へ
の
対
応
で
あ

っ
た
。今

後
に
備
え
病
院
と
し
て
、
早
速
行
っ
た
こ
と

は
、
災
害
対
策
要
綱
を
判
定
し
、
院
内
の
意
識
統

一
を
図
り
緊
急
時
に
迅
速
に
対
処
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
住
所
別
職
員
名
簿
を
作
成
し
、
緊
急

時
に
は
車
輌
に
よ
る
送
迎
等
要
員
の
確
保
を
図
る

こ
と
と
し
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
近
隣
の
藤

原
台
、
鹿
の
子
台
、
有
野
台
等
に
約
二
千
三
百
戸

の
仮
設
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
入
居
も
は
じ
ま
っ
て

お
り
、
高
ま
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の

診
療
体
制
等
に
つ
い
て
十
分
検
討
し
て
い
か
な
く
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て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
緊
急
事
態
時
当
院
が
病

院
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
、
専

門
分
野
で
の
マ

ン
パ
ワ
ー
の
四
十
八
時
間
以
内
で

の
確
保
等
に
つ
い
て
全
国
組
織
で
あ
る
済
生
会
と

し
て
の
対
応
策
の
構
築
に
向
け
検
討
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。

当
院
の
職
員
に
お
い
て
は
、
自
宅
が
倒
壊
し
た

職
員
、
交
通
機
関
途
絶
の
な
か
、
通
常
の
何
倍
も

の
時
間
を
か
け
て
病
院
と
自
宅
を
往
復
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
職
員
等
、
精
神
的
に
も
、
肉
体

的
に
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
職
員
も
多
か

っ
た
。
し
か
し
、
い
ち
早
く
病
院
に
か
け
つ
け
、

職
員
達
が
全
員
一
丸
と
な
っ
て
、
病
院
機
能
の
確

保
に
、
献
身
的
に
活
動
し
、
使
命
を
果
た
し
た
。

こ
の
震
災
に
あ
た
り
、
済
生
会
本
部
よ
り
の
支

援
と
し
て

一
患
者
急
増
に
対
し
医
療
機
器
が
災
害
対
策
本
部

よ
り
供
与
さ
れ
た
。

被
災
地
域
に
居
住
す
る
職
員
に
対
し
、
共
済
事

業
資
金
の
特
別
貸
付
が
実
施
さ
れ
た
。

災
害
特
別
貸
付
が
実
施
さ
れ
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
済
生
会
の
各
病
院
よ
り

被
災
地
へ
の
医
療
援
助
、
義
援
金
等
い
た
だ
き
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
誌
面
を
お
か
り
し
て
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

兵庫県病院付近に建設中の仮設住宅
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表 1 病床薇働状況 （兵庫県病院）

月 日 1/16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 2/1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 13 14 15 

4 A 23 9 12 14 15 19 20 20 20 21 20 21 22 21 22 22 20 21 22 22 20 19 20 20 18 20 9 22 20 20 21 22 20 

4 B 50 30 36 41 41 46 46 43 44 46 48 48 50 49 48 47 49 48 50 49 45 42 43 44 侶 9, 49 48 45 45 伍 50 49 

5 A 45 39 38 42 39 42 41 44 46 44 44 41 42 41 42 43 43 43 41 39 42 44 46 46 43 44 46 42 42 41 40 42 

5 B 50 38 41 43 45 47 45 44 43 43 45 47 45 43 40 42 45 47 45 46 47 48 49 48 47 侶 48 47 47 47 46 40 

6 B 48 38 40 45 46 48 47 45 45 49 48 49 47 43 42 46 46 46 49 46 45 46 50 49 49 48 46 46 45 43 42 43 

母・小20 22 21 21 24 22 19 20 21 22 23 23 22 18 19 19 16 16 16 15 16 16 17 17 18 19 17 ・17 17 16 16 17 

母・産 18 17 18 19 18 19 15 16 17 15 19 18 17 18 16 15 12 12 16 17 18 17 20 17 14 15 12 14 14 16 15 17 

合計 254 193 206 225 228 243 233 232 236 240 247 247 245 233 229 234 231 233 239 234 233 232 245 241 237 243 239 磁1230 230 231 228 

入院 5 30 34 15 36 16 8 18 18 20 14 10 4 7 13 12 9 14 6 11 5 18 9 11 11 14 5 2 15 11 10 

退院 4 17 15 12 21 26 9 14 14 13 4 12 16 11 8 15 7 8 11 12 6 5 13 15 5 18 13 ,3 15 10 13 

注 1緊急病床は、 254床とする。（通常は、 239床）

2病棟名の右側の数字は、緊急病床に対する病床数である。

秦 2 各科別入院状況● (H7.1. 16-H 7.2.15) 

月 日 1/16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 2/1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 13 14 15 

内 科 67 69 73 73 77 77 79 83 84 82 82 80 77 75 75 77 78 74 73 78 81 84 84 79 82 ,84 79 1:; 79 79 17 75 

外 科 19 20 25 23 29 29 28 30 32 34 34 38 38 38 38 41 42 43 42 39 38 37 38 38 39 -.・ 40 38 '; 38 38 42 41 

産 科 19 20 21 22 23 20 21 21 19 22 21 20 21 20 20 16 16 20 21 21 20 24 22 19 19 16 18 18 20 20 20 

婦人科 3 1 3 5 5 5 4 5 5 6 7 7 7 7 8 7 7 ， ， 7 6 7 6.-s 6 7、8 7, 9 7 ， ， ， 
小児科 29 27 25 28 29 25 25 26 29 30 28 28 24 25 26 22 22 23 20 21 22 25 25 26 27 26 26 25 , 23 20 22 

整形外科 35 52 60 61 63 61 60 60 61 63 65 62 57 55 55 55 54 54 53 51 49 50 49 49 48 47 岱 45 

“ 
'45 44 

眼 科 6 4 4 2 1 1 1 

゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚
1 1 1 1 1 1 

゜
o :：：＇-0 勺：1 1 1 

耳鼻科

゜゚゜゚゜
0 ;_〇

゜゚゜゚゜゚゜゚
1 1 3 3 3---" 3 4 4 4 4,,3 3 3. 9 .  2 3 3 

皮膚科

゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜
0 

゜゚゜゚
。し。

ト ・.0l.t' ゜
゜泌尿器科 6 6 7 7 7 7 6 6 6 6 6 5 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 5 7 7 7 1 ふ99 盆;，t'’,',,:ダ、?7‘• ↓ 8 

麻酔科 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 ̀  1 ̀  "，̀i I :ら，9 ャ1 1 

放射線科 2 2 2 2 2 1 1 1 

゜゚゜゚゜゚
1 2 3 3 3 3 3 3 3 4 3 3 ̀  3 叫 ` i' 2 2 

歯 科 6 4 4 4 6 6 6 3 3 3 3 4 4 4 7 6 6 6 6 5 5 6 5 5 5 4 4 ,• 9 4 4 4 2 

合 計 193 206 225 228 243 233 232 236 240 247 247 245 233 229 234 231 233 239 234 233 232 245 241 237 243 239 231 230 230 231 228 

新生児 8 ̂,9 7 8 7 ， ， ， 9 12 12 13 13 10 10 8 7 9 11 12 11 14 13 ， ， 9 10 11 11 12 10 

s
 



豪 3

月日 1/17 18 19 20 21 23 24 25 26 27 28 30 31 2/1 2 3 4 6 

透析患者数 13 47 37 40 34 29 29 24 25 29 15 22 15 19 15 17 13 19 

クール 1 4 3 3 3 2 2 2 2 2 1 2 1 2 1 2 1 2 

終了時間 17: 00 00: 20 22: 30 23: 30 22: 30 19: 30 20: 00 19: 30 19: 30 20: 30 15: 30 20: 30 15: 30 19: 30 15: 00 19: 30 15: 30 19: 30 

臨患時者受入数

゜
36 24 28 22 17 18 14 14 17 3 10 3 7 2 5 

゜
7 

誓によ入る
1 3 1 1 

入透院析患者数

゜
4 6 7 6 6 6 6 6 3 8 3 7 7 2 4 1 8 

透析宣糠働躙 (H7. 1. 17-H 7. 2. 8) 

¥’" 看護度調 (H7. 1. 16-H 7. 2. 15) 下段 患者数

如癖函睾UYむ謝靭咲斜

月 日 1/16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 2/1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 13 14 15 

16 35 39 41 66 73 65 63 66 63 67 64 60 63 63 56 56 61 58 50 47 45 55 47 54 57 48 48 54 62 53 

‘i 4 A ， 12 14 15 19 20 20 20 21 c20 21 22 21 22 22 20 21 22 22 20 19 20 20 18 20 22 20 20 21 22 20 

4 
78 112 119 119 143 150 138 143 155 153 159 167 162 160 149 160 159 169 167 162 155 144 158 166 142 148 143 143 134 147 136 

4.i B 30 36 41 41 46 46 43 44 46 48 48 50 49 48 47 49 48 50 49 45 42 43 46 48 49 48 45 45 46 50 49 

I汗 114 119 136 117 155 182 182 174 161 167 153 140 137 142 139 152 152 132 130 137 149 175 164 147 143 156 137 137 138 143 142 

5 A 39 38 42 39 42 41 44 46 44 44 41 42 41 42 43 43 43 41 39 42 44 46 44 43 44 46 42 42 41 40 42 

85 95 105 100 127 129 115 126 141 147 155 153 145 127 126 137 143 136 137 141 149 141 142 131 132 142 140 140 140 139 115 

5 B 38 41 43 45 47 45 44 43 43 45 47 45 43 40 42 45 47 45 46 47 48 49 48 47 48 48 47 47 47 46 40 

122 133 159 153 176 174 166 168 178 178 177 165 148 145 160 151 153 174 150 152 144 155 149 157 147 144 144 138 122 113 131 

6 B 38 40 45 46 48 47 45 45 49 48 49 47 43 42 46 46 46 49 46 45 46 50 49 49 48 46 46 45 43 42 43 

146 158 163 180 174 141 138 160 160 179 167 164 135 134 133 110 110 128 124 124 120 144 126 127 133 119 126 128 118 ll5 127 

母 子 (40) (45) (35) (40) (35) (45) (45) (45) (45) (60) (60) (65) (65) (50) (50) (40) (35) (45) (55) (60) (55) (70) (65) (45) (45) (30) (50) (55) (55) (60) (50) 

センター 39 39 40 42 41 34 36 38 37 42 41 39 36 35 34 28 28 32 32 34 33 37 34 32 34 29 31 31 32 31 34 
注 1.看護度は、 100を標準とする。（但し 4Aは、 50とする。）

母子センター欄の両（ ）は、新生児の看護度である。
2.下段は患者数を表す。

3. 4 A 病棟 •4 B病棟は外科系、 5A病棟は循環器系を主とした内科系、 5B病棟は内科系、 6B病棟は整形外科・耳鼻科・小児系 8
I
I
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被災者援助について

ふじの里 主任生活指導員 橘 こムノー
I口打

ふ
じ
の
里
は
、
神
戸
市
北
部
の
郊
外
に
位
置
す
る

施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
あ
の
様
な
激
震
で
も
六
甲
山

の
岩
盤
に
助
け
ら
れ
、
幸
い
入
居
者
や
職
員
に
負
傷

者
を
出
さ
ず
、
ま
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
に
支
障
を

き
た
す
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

当
日
は
、
次
々
と
事
態
の
悪
化
す
る
情
報
に
翻
弄

さ
れ
職
員
の
安
否
確
認
に
追
わ
れ
る
中
、
施
設
の
窮

状
を
懸
念
し
た
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
駆
け
つ
け

ら
れ
応
援
し
て
頂
い
た
。

入
居
者
も
家
族
や
知
人
の
安
否
を
気
に
し
、
重
度

の
痴
呆
性
老
人
も
「
今
か
ら
お
暇
を
頂
き
見
舞
い
に

出
て
参
り
ま
す
。
」
と
、
興
奮
し
た
口
調
で
訴
え
幾

度
と
な
く
廊
下
を
往
復
す
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。

震
災
に
備
え
る
と
い
う
考
え
す
ら
な
か
っ
た
我
々

は
、
各
地
か
ら
の
支
援
申
し
入
れ
に
対
し
て
も
当
初

必
要
物
品
す
ら
思
い
付
か
ず
、
今
だ
余
震
の
続
く
状

況
で
は
入
居
者
の
安
全
確
保
と
日
常
業
務
だ
け
で
精

一
杯
で
あ
っ
た
。

ま
ず
我
々
が
心
配
し
た
の
は
流
通
網
遮
断
に
伴
う

食
材
の
有
無
で
、
早
急
に
他
ホ
ー
ム
と
情
報
交
換
を

行
い
食
材
、
オ
ム
ツ
等
を
中
心
に
補
充
し
合
う
よ
う

努
め
た
。
ま
た
県
か
ら
は
北
区
内
老
人
ホ
ー
ム
の
物

資
キ
ー
ス
テ
イ
シ
ョ
ン
の
要
請
を
受
け
、
被
災
高
齢
[

者
の
受
け
入
れ
だ
け
で
な
く
各
ホ
ー
ム
等
へ
の
物
資

供
給
活
動
も
開
始
し
た
。

当
ホ
ー
ム
は
入
所
定
員
五
十
名
、
老
人
短
期
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
定
員
十
名
の
施
設
で
あ
る
が
、

す
で
に
震
災
前
か
ら
満
所
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

高
齢
被
災
者
の
受
け
入
れ
の
た
め
、
被
災
さ
れ
て
い

な
い
老
人
に
は
帰
宅
等
し
て
頂
け
る
よ
う
努
め
た
。

し
か
し
自
宅
が
全
壊
し
、
家
族
が
負
傷
し
た
り
避
難

所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
多
く
、
直
ち

に
空
き
ベ
ッ
ト
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

本
来
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
は
、
事
前
に

福
祉
事
務
所
の
手
続
き
を
要
す
る
が
、
翌
十
八
日
に

は
緊
急
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
当
ホ
ー
ム
独
自
の
判

断
で
直
接
被
災
地
へ
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
二
名
を

受
け
入
れ
た
。

『
十
九
日
未
明
、
電
話
回
線
も
数
十
回
に
一
度
の
確

率
で
は
あ
る
が
区
外
へ
の
通
話
が
可
能
に
な
り
、
幸

い
市
内
の
老
人
ホ
ー
ム
入
居
者
で
震
災
に
よ
る
死
亡

者
は
な
か
っ
た
な
ど
市
内
の
状
況
が
把
握
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
午
後
に
は
須
磨
区
内
の
市
立
養

護
老
人
ホ
ー
ム
和
光
園
が
半
壊
し
避
難
勧
告
が
発
令

さ
れ
、
同
ホ
ー
ム
の
要
請
を
受
け
た
我
々
は
三
名
を

受
け
入
れ
る
た
め
迎
え
に
出
発
し
た
。
し
か
し
交
通

網
の
寸
断
か
ら
迂
回
に
迂
回
を
重
ね
、
ふ
だ
ん
の
道

の
り
で
あ
れ
ば
片
道
九
十
分
程
が
、
往
復
六
時
間
を

要
し
て
し
ま
っ
た
。

二
十
日
以
降
は
、
各
福
祉
事
務
所
か
ら
緊
急
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
の
依
頼
が
殺
到
し
、
二
十
四
日
に
は
居

室
は
勿
論
の
こ
と
備
え
付
け
ベ
ッ
ト
も
な
い
状
況
で
、

多
数
の
緊
急
収
容
依
頼
に
困
惑
し
て
い
た
所
、
済
生

会
本
部
の
す
ば
や
い
判
断
で
ベ
ッ
ト
等
介
護
用
品
の

提
供
を
二
十
六
日
に
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

二
十
七
日
、
緊
急
受
け
入
れ
者
数
も
二
十
名
と
な

り
居
室
以
外
に
、
一
階
ホ
ー
ル
ヘ
十
五
名
を
収
容
し

た。
被
災
者
の
多
く
が
二
十
四
時
間
の
ケ
ア
を
要
し
、

当
時
の
職
員
体
制
で
は
到
底
無
理
な
た
め
、
震
災
以
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後
中
止
し
て
い
る
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
職
員
等
が
交
代
勤
務
体
制
に
入
り
、
ま
た
看
護

婦
な
ど
有
資
格
者
を
中
心
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
に
も
応
援
を
得
た
。

そ
の
後
、
二
月
上
旬
ま
で
老
人
福
祉
施
設
連
盟
の

派
遣
職
員
と
し
て
九
州
か
ら
五
名
、
二
月
中
旬
ま
で

大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
の
派
遣
職
員
と
し
て
十
七

名
、
三
月
末
ま
で
は
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
の
派

遣
職
員
と
し
て
二
十
七
名
等
、
以
上
五
十
名
近
く
の

応
援
を
頂
き
何
と
か
緊
急
の
介
護
業
務
を
行
う
こ
と

が
出
来
た
。

入
所
経
路
の
半
数
近
く
が
、
全
壊

・
半
壊
さ
れ
た

自
宅
や
避
難
所
で
体
調
を
崩
し
、
中
に
は
三
日
間
も

飲
ま
ず
食
わ
ず
で
閉
じ
こ
め
ら
れ
救
出
さ
れ
た
高
齢

者
も
あ
り
、
ホ
ー
ム
で
の
温
か
い
食
事
、
寝
具
、
暖

房
や
入
浴
に
は
大
変
喜
ば
れ
た
。
し
か
し
、
断
続
的

に
起
こ
る
余
震
に
恐
怖
を
あ
ら
わ
に
し
、
小
さ
な
物

音
に
も
突
然
目
を
覚
ま
す
な
ど
不
眠
に
悩
ま
れ
、
精

神
的
に
も
身
体
的
に
も
疲
労
が
抜
け
な
い
状
態
が
続

)
こ
。

し

tこ
の
様
に
震
災
の
シ
ョ
ッ
ク
で
心
に
深
い
傷
を
持

つ
こ
と
が
多
い
た
め
、
時
間
が
許
す
限
り
被
災
者
へ

の
関
わ
り
を
深
め
る
、
傾
聴
な
ど
に
努
め
精
神
的
な

ケ
ア
を
中
心
に
行
っ
た
が
、
な
お
熟
睡
に
は
約
一
カ

月
を
要
し
た
。

こ
れ
ま
で
一
日
最
大
時
二
十
九
名
、
延
べ
四
十
名

以
上
を
受
け
入
れ
が
、
い
ま
だ
十
四
名
が
在
所
中
で

あ
る
。
退
所
先
の
内
訳
は
、
震
災
時
の
自
宅
は
五
名

だ
け
で
、
ほ
か
は
親
戚
・
友
人
宅
、
病
院
な
ど
で
、

な
か
に
は
全
壊
し
て
も
自
宅
近
く
に
留
ま
り
た
い
と

IFホールでの入居者

非公向

瓦：峯

,

1
 

l
3・・・・

9
I
-

――――
―

夫
婦
で
避
難
所
に
戻
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

現
在
、
在
所
者
は
高
齢
者

・
障
害
者
向
地
域
型
仮

設
住
宅
の
み
な
ら
ず
一
般
の
仮
設
住
宅
の
抽
選
待
ち

や
建
設
待
ち
の
状
態
が
続
い
て
い
る
が
、
重
介
護
で

老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
入
居
を
希
望
し
て
も
施
設
の
絶
対

数
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
残
り
七
名
の
行
き
先
が

未
定
で
あ
る
。

ま
た
当
ホ
ー
ム
周
辺
に
は
、
十
九
カ
所
約
四
千
世

帯
の
仮
設
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
高
齢
者
入
所
施
設
の

機
能
だ
け
で
な
く
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
施

設
と
し
て
地
域
社
会
へ
の
役
割
が
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル

ー
プ
、
自
治
会

・
老
人
会

・
婦
人
会
な
ど
関

緊急ショートステイ中の入居者

連
機
関
と
の
連
帯
強
化
を
図
っ
た
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。

今
後
、
長
期
化
が
予
想
さ
れ
る
仮
設
住
宅
へ
の
援

助
が
、
我
々
の
使
命
と
大
き
な
課
題
と
考
え
、
柔
軟

性
、
即
応
性
、
先
駆
性
に
と
ん
だ
民
間
施
設
の
経
験

を
生
か
し
た
福
祉
ニ

ー
ズ
の
充
足
に
努
め
て
い
く
も

の
で
あ
る
。
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I ●被災[受け入九施設報告3 ] 

大阪府済生会中津病院の対応

中津病院 医療事務長 小島 優

表 1 ）内は大阪府在住者再掲

1/17........ 31日 2/1~28日 3/1~31日 q
~合 計

内 82 (8) 50 (3) 16 (1) 148 (12) 

外 31 (5) 5 () 3 () 39 (5) 

整 71 (9) 38 (3) 17 (3) 12f (15) 

眼 7 (1) 5 () 3 () 15 (1) 
~こ

産 12 (2) 12 () 2 () 26 { ・2) 

児 15 (1) 11 () 1 () ：ヽ、27 (1) 

耳 11 () 6 () 4 () 21 ()  

皮 3 () 6 () 4 (1) 13 (1) 

泌 三～ 3 () 3 () 2 () 8 () 

放 4 () 3 () 3 () 10 () 

歯 2 {) 3 () 2 () 7 () 

腎 3 () 2 () （） 5 () 

麻 （） 1 () （） 1 () 

形 12 (1) （） 3 (1) 15 (2) 

心 1 () 3 (1) （） 4 (1) 

脳 51 (10) 8 (1) 2 (1) 61 (12) 

免 （） 1 () 1 () 2 () 
し

精 38 (5) 7 (2) 1 (1) 46 (8) 

神＇ 5 (1) 4 () 5 (1) 14 (2) 

計 351 (43) 168 (10) 69 (9) 588 (62) 

地
震
発
生
の
平
成
七
年
一
月
十
七
日
か
ら
、
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
当
院
が
受
け
入
れ
た
被
災
患
者
は

外
来
で
五
百
八
十
八
名
、
入
院
で
九
十
一
名
で
あ
っ

た
。
そ
の
う
ち
の
一
月
の
受
診
者
に
つ
い
て
日
々
の

推
移
を
折
れ
線
グ
ラ
フ
で
図
1
に
示
し
た
。

外
来
患
者
は
二
十
日
（
金
）
が
最
も
多
く
五
十
名

に
達
し
た
。
ま
た
入
院
は
十
九
日
（
木
）
に
十
一
名

が
入
院
し
、
そ
の
日
が
被
災
地
か
ら
の
入
院
の
ピ
ー

ク
と
な
っ
た
。

外
来
患
者
五
百
八
十
八
名
を
受
診
科
別
お
よ
び
期

間
別
に
分
け
表
ー
に
示
し
た
。

受
診
科
で
は
内
科
が
四
十
八
名
と
一
番
多
く
、
つ

づ
い
て
整
形
外
科
百
二
十
六
名
、
脳
外
科
六
十
一
名
、

精
神
科
四
十
六
名
の
順
で
多
か
っ
た
。
尚
ヽ
括
弧
内

の
数
字
は
大
阪
府
内
の
患
者
を
再
掲
し
た
。

図
2
は
外
来
患
者
を
さ
ら
に
地
域
別
に
分
類
し
た
。

神
戸
市
は
三
八
・
八
％
（
二

0
九
名
）
を
占
め
、
続

い
て
西
宮
市
が
二
六
・
八
％
（
一
四
四
）
、
芦
屋
市

が一

0
・
ニ
％
（
五
五
名
）
で
、
や
は
り
地
震
に
よ

る
各
地
の
被
害
の
程
度
と
一
致
し
て
い
た
。
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次
に
入
院
患
者
九
一
名
に
つ
い
て
「
入
院
に
至
っ

た
経
過
」
別
で
み
る
と
、

①
地
震
に
よ
る
負
傷
で
入
院
し
た
者
が
三
一
名
、

②
兵
庫
県
下
の
病
院
か
ら
転
医
し
た
も
の
九
名
、

③
地
震
と
は
直
接
関
係
な
く
兵
庫
県
下
で
入
院
で

き
な
い
た
め
当
院
に
入
院
し
た
も
の
四
二
名
、

④
そ
の
他
が
九
名
で
あ
っ
た
。

退
院
し
た
患
者
は
七
四
名
で
、
そ
の
う
ち
六
名
は

死
亡
退
院
で
あ
っ
た
が
、
地
震
に
よ
る
負
傷
が
原
因

図 1

60 
人

40 

20 

。

•→入院\-’
0--0 外来

Q 

’‘ 、、、、
o'‘、

、'、ヽ Q’、 9....Q、、
、.‘’℃ヽI‘,‘、

d ヽ 、 、
、‘’‘9 9,  ず、， ‘t>••Q

9 9 、、
8 ‘‘ Q  

‘‘ 
↑ー月
17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

n
 a日

で
死
亡
し
た
者
は
な
か
っ
た
。

な
お
、
五
月
十
七
日
現
在
入
院
継
続
中
は
一
七
名
。

内
訳
は
内
科
五
名
、
腎
臓
内
科
三
名
、
整
形
外
科
三

名
、
心
臓
血
管
外
科
三
名
、
神
経
内
科
二
名
、
外
科

一
名
で
あ
る
。

入
院
患
者
を
地
域
別
に
み
る
と
図
3
の
通
り
で
あ

る。
神
戸
市
在
住
者
が
五
四
・
九
％
と
、
半
数
以
上
を

占
め
た
。
さ
ら
に
神
戸
市
の
五

0
名
に
つ
い
て
、
区

町
別
に
み
る
と
、
東
灘
区
、
中
央
区
、
兵
庫
区
、
灘

区
の
順
に
多
い
。
（
図
4
)

ま
た
診
療
科
は
、
内
科
が
二
六
名
、
整
形
外
科
一

六
名
、
外
科
と
腎
臓
内
科
が
一
―
名
、
産
婦
人
科
八

名
、
心
臓
血
管
外
科
七
名
、
神
経
内
科
四
名
、
形
成

外
科
、
小
児
科
、
耳
鼻
科
が
そ
れ
ぞ
れ
二
名
、
皮
膚

科
と
泌
尿
器
科
が
一
名
で
あ
っ
た
。

地
震
に
よ
る
負
傷
等
で
、
入
院
し
た
三
一
名
の
疾

病
は
、

図2

A亡コ神戸市

B~尼崎市

c匡西宮市

Dにコ芦屋市

E四伊丹市

F亡コ宝塚市

G[D]川西市

H巨二明石市

1区翌l大阪市

J亡コ豊中市

k仁コ池田市

L亡コ箕面市

M亡コ吹田市

N皿皿その他

38.8% 

6.3% 

26.8% 

10.2% 

1.3% 

3.7% 

1.1% 

0.2% 

6.5% 

2.2% 

0.2% 

0.2% 

0.6% 

1.9% 
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骨
折
が
一
―
名
、
打
撲
五
名
、
腱
断
裂
一
名
、
指
尖

部
損
傷
一
名
、
気
管
損
傷
一
名
、
気
管
支
炎
二
名
、

肺
炎
二
名
、
ク
ラ
ッ
シ
ュ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
三
名
、
そ

の
他
胃
潰
瘍
、
脳
梗
塞
、
不
安
神
経
症
、
頸
ず
い
症
、

背
部
痛
が
そ
れ
ぞ
れ
一
名
で
あ
っ
た
。

な
お
、
中
津
病
院
に
併
設
す
る
各
福
祉
施
設
に
も

監
督
官
庁
を
通
し
被
災
者
の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

4

大
阪
乳
児
院
に
は
市
民
生
局
を
通
じ
一
歳
児
を
、
喜

N

1

 

I

3

 

久
寿
苑
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
に
は
垂
水
区
福

祉
事
務
所
を
通
じ
垂
水
区
の
老
夫
婦
お
よ
び
淀
川
区

福
祉
事
務
所
を
通
じ
西
宮
市
の
八
十
七
歳
の
男
性
を

そ
れ
ぞ
れ
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
受
け
入
れ
た
。

ま
た
、
ラ
イ
フ
ケ
ア
ー
中
津
（
老
人
保
健
施
設
）

で
も
兵
庫
区
か
ら
三
名
、
東
灘
区
か
ら
四
名
、
宝
塚

市
か
ら
一
名
を
受
け
入
れ
、
東
灘
区
の
ご
夫
婦
は
現

在
も
入
所
中
で
あ
る
。
＼

F

1

 

G

1

 

図3

A亡コ神戸市

B区ミl尼崎市

c匡国西宮市

Dにコ芦屋市

E区伊丹市

Fヒコ宝塚市

G llIID川西市

H巨 明 石 市

1区四大阪市

J亡コ豊中市

kヒコ池田市

Lヒコ箕面市

M亡コ吹田市

N皿皿その他

図4

A亡コ東灘区

B区翌灘区

c匡里l中央区

Dヒコ兵庫区

E区ヨ須磨区

F亡コ長田区

G肛皿垂水区

54.9% 

6.6% 

22.0% 

6.6% 

1.1% 

4.4% 

0.0% 

0.0% 

3.3% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

1.1% 

44.0% 

14.0% 

13.0% 

16.0% 

4.0% 

2.0% 

2.0% 
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I ●被災者受け入れ施設報告4 | 

展災後の生活相談を実施して
入院被災者とその援助

中津病院 医療社会事業科課長 照井 八重子

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
死
者
・
行
方
不
明
者
五

千
五
百
人
以
上
負
傷
者
二
万
七
千
人
、
住
家
被
害
約

十
万
棟
と
い
う
大
災
害
と
な
っ
た
。
中
津
医
療
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
阪
神
大
震
災
現
地
対
策
本
部

が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
各
施
設
に
お
け
る
救
護
、
救

援
活
動
も
積
極
的
に
行
わ
れ
た
。
中
津
病
院
で
の
阪

神
大
震
災
に
伴
う
受
入
れ
患
者
数
は
三
月
末
の
集
計

,
J
/
¥
/
’
ヽ

で
は
外
来
患
者
さ
ん
五
百
八
十
八
名
、
入
院
患
者
さ

‘)‘、
7

ぃ

ん
は
九
十
一
名
に
な
っ
て
い
る
。
医
療
社
会
事
業
科

市

市面

で
は
医
事
課
受
付
、
入
院
係
、
各
病
棟
看
護
婦
さ
ん
、
＼
、

/

4

中

9
,
‘
ー
／

9
＇

’f

r

箕

た
ち
の
協
力
を
得
て
震
災
で
入
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
／＼
、
市
＇
ー
ー
）
、
＼
—

市

に
対
し
て
緊
急
時
の
生
活
相
談
を
実
施
し
た
。
今
回
ー
/
,
~
＼

f
市
一
／
／

丹

5

崎

市

伊

」

尼

一

西

は
病
床
で
個
別
面
接
方
法
に
よ
っ
て
生
活
問
題
の
聞
、
/
/
．
l
-
_
1
-

、
、
市
｀
｀
ー
1

い
い
い
日

J`
V
l
心
‘
‘
、
‘
、
)

□
｀

4
、
[
一
ー
[
"
1
1
6
[

｛

’
'
ー
、
＼
、
屋
、
‘
1
,
1

ワ
ー
ク
援
助
に
つ
い
て
ま
と
め
た
の
で
報
告
す
る
。
(
、
‘
、
‘
、
/

r

ー
1
-

区

、、

3

芦

‘,＇
rー

1
,
2
0

灘

被
災
患
者
の
入
院
経
路
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
損
r
’
’

／
う
、
ノ
東
，
＇

壊
を
受
け
た
り
断
水
し
た
神
戸
市
や
宝
塚
市
の
病
院

/

2

区

＼

/
灘
ヽ
‘
‘
区

か

ら

の

紹

介

患

者

で

二

十

九

名

で

あ

っ

た

。

中

津

病

l
〉

区
ク
ク

(
2
央

2

t

/

、
‘
I
I
J
勺
、
中
、
区
、
‘
一

院
の
職
員
に
相
談
が
あ
り
入
院
と
な
っ
た
の
は
十
三

ー
庫
、
区

1

,

＇

9

1

1

9

1

4

 

兵
、
田
｀

名
。
以
前
か
ら
中
津
病
院
を
利
用
し
て
い
た
被
災
者

/(、'、
‘
l
長、

‘、区

が
六
名
。
知
人
か
ら
一
名
。
避
難
し
た
ホ
テ
ル
か
ら

市

＼

r

磨、‘、

2
 

、区

、
須
―

/
‘
、
1
/
、
‘
神
‘
1
1
1

ー`

三

名

。

家

族

か

ら

八

名

の

紹

介

が

あ

っ

た

。

自

分

で

-

‘

戸

'

/

水垂

来
院
し
た
人
は
四
名
で
あ
っ
た
。

区

被
災
者
の
分
布
図
は
図

(
1
)
の
通
り
で
あ
る
。

一市一石

西

被
災
者
の
家
屋
の
損
壊
状
況
別
数
と
被
災
地
域
別

ー
し
明

状
況
に
つ
い
て
は
全
壊
は
、
神
戸
市
十
一
名
、
西
宮

市
六
名
、
尼
崎
市
一
名
で
あ
っ
た
。
半
壊
は
神
戸
市

七
名
、
西
宮
市
三
名
、
尼
崎
市
一
名
、
宝
塚
市
二
名
、

豊
中
市
三
名
、
芦
屋
市
一
名
で
地
域
の
拡
が
り
が
み

図1 被災者の分布図（人）

大阪市

ら
れ
た
。
一
部
損
壊
は
神
戸
市
六
名
、
西
宮
市
四
名
、

尼
崎
市
一
名
、
宝
塚
市
一
名
、
芦
屋
市
二
名
、
そ
の

他
が
全
体
で
十
六
名
で
あ
っ
た
。

性
年
齢
別
区
分
で
は
男
女
合
わ
せ
る
と
六
十

S
六

十
九
歳
の
区
分
が
十
五
名
で
最
も
多
く
働
き
盛
り
の

五
十
歳
代
が
十
二
名
、
四
十
歳
代
が
十
名
、
三
十
歳
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般

内

科

呼吸器

糖尿病 肺炎 悪性リンパ腫

循環器

脳梗塞
ぃ~」

肺のう胞 喘息

AVプロック

心筋梗塞

肺炎 気管支炎食道癌
〗今

狭心症感染性心内膜症 心不全

肺癌

神経内科 変形性脊椎症

腎内科 腎不全 クラッシュ症候群 全身性エリテマトーデス

外科

外

-（‘‘ 

科

前額部打撲大腸癌潰瘍性大腸炎直腸癌

ソケイヘルニア腹膜炎肝癌肝内胆管癌

胃癌

整形外科 圧迫骨折右足関節骨折骨盤骨折

左手部挫裂創腰部骨折関節脱臼

左伸筋腱断裂左足首骨折

鎖骨々 折

外反母指

心臓血管外科

代
が
七
名
で
あ
っ
た
。
高
齢
期
の
七
十
歳
以
上
で
は

七
袋
、
年
少
者
の
二
十
歳
以
下
は
四
名
で
あ
っ
た
。

科
別
の
対
象
者
数
は
一
般
内
科
十
名
、
呼
吸

九
名
、
年
、
循
環
器
内
科
五
名
、
神
経
内
科
一
名
、

六
名
で
あ
っ
た
。
外
科
で
は
十
二
名
、
整
形

四
名
(
心
臓
血
管
外
科
四
名
ヽ
形
成
外
科
一

婦
人
科
二
名
、
小
児
科
と
皮
膚
科
が
各
一
名

た
。
診
療
科
と
そ
の
傷
病
名
は
表
1
の
通
り

。

M
s
wは
入
院
被
災
者
の
病
床
を
個
別
に

急
の
生
活
困
難
な
問
題
の
聞
き
取
り
面
接

左下肢静脈血栓病

形成外科 右小指指尖部損傷

産婦人科 分娩

小児科 肺炎

皮膚科 中毒疹

表2 個別相談を行った生活援助の内容

援 助 内 容 の 明 細 件 数

施設入所 1 

診療費猶予 48 

仮設住宅の申込み 3 

ボランティア派遣の調整 1 

福祉事務所訪問 1 

保健所訪問 2 

避難所との連携 1 

生活保護法の申請 1 

身体障害者手帳の再交付 1 

公害健康被害補償法の手続き調整 1 

障害年金現況届の調整 1 

特定疾患継続手続き 1 

家族の相談 2 

転院相談 2 

／在宅の療養相談 6 

衣類の提供 4 

洗濯サービス 1 

を
行
っ
た
。
個
別
相
談
で
う
か
び
あ
が
っ
た
切
迫
し

た
生
活
上
の
心
配
事
は
家
屋
・
住
居
の
問
題
、
経
済

的
問
題
、
身
体
お
よ
び
病
状
に
関
す
る
不
安
等
で
あ

っ
た
。
し
か
し
混
乱
の
中
で
助
け
合
う
協
力
関
係
者

を
も
っ
て
い
る
被
災
者
が
五
十
四
名
も
あ
り
実
際
に

M
s
wが
援
助
し
た
生
活
問
題
の
明
細
は
表
2
の
通

り
で
あ
っ
た
。

具
体
的
な
生
活
上
困
難
の
ケ
ア
と
し
て
、
地
震
に

あ
い
生
活
を
根
底
か
ら
覆
さ
れ
た
上
、
と
る
も
の
も

と
り
あ
え
ず
入
院
療
養
と
な
っ
た
被
災
患
者
へ
衣
類

の
提
供
を
し
た
り
、
医
療
費
等
の
経
済
的
負
担
困
難

の
訴
え
に
は
診
療
費
猶
予
の
援
助
を
行
っ
た
。
当
初

は
交
通
が
分
断
さ
れ
、
通
信
も
不
自
由
な
状
況
だ
っ

た
の
で
緊
急
の
対
応
は

M
S
W
が
被
災
地
の
福
祉
事

務
所
や
保
健
所
へ
直
接
出
向
き
行
政
関
係
者
と
の
相

談
・
連
携
や
諸
制
度
の
手
続
き
を
代
行
し
た
。

そ
の
他
、
被
災
患
者
同
士
が
集
ま
っ
て
お
互
い
に

慰
め
合
い
、
励
ま
し
合
う
交
流
を
目
的
と
し
た
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
と
し
て
「
お
茶
会
」
の
ひ
と
と
き
を
設

定
し
医
師
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
一
週
間

に
一
回
開
催
し
た
。
四
月
以
降
は
被
災
患
者
さ
ん
と

一
般
の
長
期
療
養
患
者
さ
ん
の
交
流
に
切
り
替
え
、

継
続
開
催
し
て
い
る
。
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被災者受け入れ施殷報告

I ●被災者受け入れ施設報告5 I 

地震当Bの状況報告

茨木病院事務部長 夏見 俊彦

-
．
地
震
発
生
当
日
外
来
受
診
者
は
二
十
一
名
で
入

院
患
者
は
な
か
っ
た
。

二
．
地
震
発
生
直
後
二
時
間
以
内
に
受
診
さ
れ
た
患

者
は
十
三
名
で
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
六
時
二
十
分
受
診
頭
部
打
撲
、
挫
創

三
名
（
五
十
四
•
四
十
六
・
八
歳
）

（
二
）
六
時
三
十
分
受
診
頭
部
打
撲

一
名
（
八
十
一
歳
）

（
三
）
六
時
四
十
分
受
診
頭
部
打
撲
、
挫
創

一
名
（
八
歳
）

（
四
）
七
時

0
0分
受
診
頭
部
打
撲
、
挫
創

二
名
（
四
十
四
・
四
十
九
歳
）

（
五
）
七
時
二
十
分
受
診
頭
部
打
撲
、
挫
創
と
頭

部
打
撲
、
挫
創
、
肩
関
節
打
撲

二
名
（
三
十
八
•
四
十
歳
）

（
六
）
七
時
四
十
五
分
受
診
顔
面
打
撲

一
名
（
五
十
二
歳
）

（
七
）
七
時
五
十
分
受
診
頭
部
打
撲

一
名
（
六
十
五
歳
）

胸
部
打
撲一

名
（
五
十
六
歳
）

第
一
腰
椎
圧
迫
骨
折

一
名
（
四
十
八
歳
）

三
．
平
成
七
年
一
月
十
七
日
地
震
当
日
の
勤
務
者
の

状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
調
査
数
四

0
0名

（
二
）
出
勤
者
ニ
ニ

0
名
（
前
日
の
宿
直
者
九
名

含
む
）

（
三
）
遅
刻
者
六
十
八
名
（
遅
刻
者
の
う
ち
正
午

以
降
出
勤
者
十
五
名
）

五
患
者
受
入
れ
状
況
は
別
紙
の
通
り
で
あ
る
。

医 師

看護婦

薬剤師

放射線

パラメデ
イカル他

その他

合 計

午前出勤

21 

102 

2 

5 

15 

108 

午後出勤

4 (,~ 

2 

3 

゜2 

4 

休務、欠勤、休暇

7 

42 

6 

゜4 

53 

調査数

32 

156 

11 

5 

21 

175 

273 15 112 400 

（
四
）
休
務
者
五
十
名
（
指
定
休
暇
十
二
名
・

有
給
休
暇
六
名
・
休
務
三
十
二
名
）

（
五
）
欠
勤
者
六
十
二
名
（
地
震
に
よ
る
交
通
機

関
運
休
四
十
九
名
・
被
害
に
よ
る
欠
勤
七

名
•
そ
の
他
六
名
）

（
六
）
出
勤
者
と
遅
刻
者
の
う
ち
タ
ク
シ
ー
及
び
他

の
交
通
機
関
利
用
者
十
七
名

四
職
種
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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平成7年兵庫県南部地震における患者受入れ状況

翠tI

病院名 新 規 患 者 数

連 絡 先 区 H7、1、17（火） H7、1、18（水） H7、1、19（木） H7、1、20（金） H7、1、21（土）

F A X 分 入 院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計

兵庫県

゜
1 1 

゜゜゜゜
5 5 

゜
7 7 

゜
， ， 

大阪府

゜
20 20 1 ， 10 

゜
2 2 

゜゜゜
1 

゜
1 

曹ベン 4ロ込｝ > 計

その他

゜
1 1 

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜9白i'‘℃炉’ 

計

゜
21 21 1 ， 10 

゜
7 7 

゜
7 7 1 ， 10 

! を 9,; 

病院名 新 規 患 者 数 新規患 者数

絡先 区 1月 合計 2月 合計 3月 合計 区 総 合 計

• ,;9,＼、:，'応aE9,，む唸9”、̀ 9‘'，9 、 A X 分 入 院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 分 入 院 外来 計

［ぷ？いが：、ヤs14 9入~ ？ 兵庫県 5 62 67 

゜
61 61 2 10 12 兵庫県 7 133 140 

iし1. 大阪府 2 31 33 

゜゜゜゜゜
0大阪府 2 31 33 

］合計
0 その他

゜ ゜゜゜゜゜゜
0 その他

゜゜゜計 7 93 100 

゜
61 61 2 10 12 計 ， 164 173 

べ＇ （ 



被災者受け入れ施殷報告

I ●被災者受け入れ施設報告(6 I 

中和病院での受け入れ状況

中和病院 医事課長 松山 肇

受
け
入
れ
病
院
の
指
定

大
震
災
の
翌
日
（
一
月
十
八
日
）
、
県
医
務
課
よ

り
電
話
に
て
院
長
、
事
務
長
に
対
し
、
奈
良
県
下
で

県
立
医
大
付
属
病
院
を
は
じ
め
、
県
立
奈
良
、
済
生

会
奈
良
、
そ
し
て
当
院
の
四
病
院
が
、
被
災
者
緊
急

受
け
入
れ
病
院
と
し
て
引
き
受
け
て
欲
し
い
旨
の
要

請
が
あ
り
、
即
刻
受
諾
、
こ
れ
を
受
け
て
院
長
か
ら

事
務
次
長
に
連
絡
が
あ
っ
て
、
早
速
同
日
付
で
関
係

者
へ
院
内
通
達
を
流
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
被
災
地
の
各
医
療
機
関
が
壊
滅

的
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
た
め
、
負
傷
者
の
収
容
に

限
度
が
あ
り
、
依
っ
て
被
災
地
か
ら
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
で
県
内
中
心
地
の
橿
原
公
苑
に
負
傷
者
を
空
輸
し
、

そ
こ
か
ら
近
隣
病
院
へ
の
収
容
を
依
頼
す
る
の
で
よ

ろ
し
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

受
け
入
れ
体
制
の
確
立

ま
ず
、
医
事
課
内
に
お
い
て
常
時
空
床
状
況
の
把

握
と
、
初
診
窓
口
へ
は
一
月
十
九
日
付
け
小
職
名
に

て
、
保
険
証
な
し
の
受
診
者
の
取
り
扱
い
方
に
つ
い

て
通
達
を
出
し
、
一
方
、
所
轄
警
察
署
か
ら
の
負
傷

者
等
の
受
理
時
の
通
報
依
頼
も
あ
っ
て
、
搬
送
以
外

の
直
診
患
者
も
含
め
て
報
告
を
く
れ
る
よ
う
依
頼
し

た。
ま
た
二
十
日
に
は
、
受
け
入
れ
体
制
や
救
護
班
の

派
遣
等
を
協
議
す
る
た
め
の
緊
急
管
理
会
議
の
招
集
。

二
十
三
日
に
は
、
医
局
会
で
二
月
末
日
ま
で
の
内
、

外
、
整
、
小
の
四
科
の
受
け
入
れ
当
番
表
の
作
成
、

こ
れ
に
呼
応
し
て
医
事
課
も
休
日
日
直
体
制
の
強
化

を
決
め
る
。

二
十
四
日
及
び
二
十
七
日
に
は
、
医
局
、
薬
局
、

看
護
、
事
務
部
門
の
関
係
者
を
集
め
、
院
長
か
ら
県

や
済
生
会
の
取
り
組
み
の
概
要
や
経
過
の
説
明
を
聞

き
、
救
護
班
が
編
成
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
一
月
十
八
日
に
は
被
災

第
一
号
患
者
と
し
て
、
市
内
出
身
者
で
神
戸
市
灘
区

在
住
の
二
十
九
歳
の
男
性
、
五
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン

の
二
階
が
倒
壊
し
、
四
階
か
ら
転
げ
落
ち
、
腰
椎
圧

迫
骨
折
で
即
入
院
、
十
八
日
＼
二
十
日
の
三
日
間
で

十
二
名
が
受
診
、
三
名
が
入
院
さ
れ
た
。

受
診
者
の
大
半
は
、
知
人
親
戚
を
頼
っ
て
の
方
で
、

寸
断
さ
れ
た
交
通
機
関
を
乗
り
継
い
で
命
か
ら
が
ら

辿
り
着
い
た
と
聞
い
た
。
中
で
も
阪
神
高
速
道
路
を

走
行
中
に
高
架
と
と
も
に
落
下
し
た
三
十
八
歳
の
男

性
も
い
た
の
に
は
驚
い
た
。

受
診
の
状
況

家
屋
等
の
倒
壊
に
よ
る
骨
折
、
打
撲
等
の
整
形
外

科
患
者
が
多
く
十
二
人
、
頭
部
外
傷
や
、
擦
過
傷

等
脳
外
科
系
が
七
人
、
小
児
科
五
人
、
内
科
、
耳

鼻
科
が
各
々
四
人
、
そ
の
他
泌
尿
器
科
、
眼
科
、
産

婦
人
科
が
各
々
一
人
の
延
べ
三
十
五
人
（
う
ち
入
院

七
人
）
で
あ
っ
た
。

現
在
は
入
院
患
者
の
全
て
が
退
院
（
う
ち
死
亡

一
人
）
さ
れ
、
日
を
追
っ
て
平
静
さ
を
取
り
戻
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

123 





本部事務局の対応

一
月
十
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
大
震
災
に
対
し
て
、

本
部
事
務
局
が
支
部
・
施
設
へ
行
っ
た
主
な
通
知
等

で
そ
の
対
応
を
見
る
と
、

（
一
）
、
一
月
十
七
日
、
阪
神
地
区
の
本
会
施
設

の
被
害
状
況
を
取
り
ま
と
め
る
べ
く
、

第
一
報
を
通
知
す
る
。
し
か
し
こ
の
時

点
で
は
、
阪
神
地
区
へ
の
電
話
は
通
じ

ず
、
情
報
が
と
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
公
衆
電
話
を
利
用
し
た
り
、

な
ん
と
か
情
報
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
各
施
設
の
被
害
状
況
は
、
現

地
で
も
未
だ
把
握
出
来
て
い
な
い
状
況

で
、
今
後
確
認
次
第
通
知
す
る
こ
と
と

し
た
。

（
二
）
、
同
月
二
十
日
、
厚
生
省
社
会
・
援
護
局

長
よ
り
「
兵
庫
県
南
部
地
震
に
お
け
る

災
害
援
助
活
動
に
つ
い
て
」
の
依
頼
が

あ
り
、
こ
れ
を
通
知
す
る
。
同
日
既
に

自
発
的
に
各
施
設
で
行
わ
れ
て
い
た
援

助
活
動
状
況
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
通

知
す
る
。

（
三
）
、
同
月
二
十
四
日
、
済
生
会
対
策
本
部
を

中
津
医
捺
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
設
懺
し

た
旨
を
通
知
す
る
。
な
お
こ
の
時
点
で

既
に
火
災
に
よ
る
被
害
の
も
っ
と
も
大

き
か
っ
た
長
田
区
の
救
護
活
動
を
済
生

丸
班
が
十
九
日
か
ら
、
死
者
が
一
番
多

か
っ
た
東
灘
区
の
救
護
活
動
を
東
灘
班

が
二
十
四
日
か
ら
担
当
し
て
実
施
し
て

い
た
。

（
四
）
、
同
月
二
十
四
日
、
総
裁
高
松
宮
宣
仁
親

王
妃
喜
久
子
殿
下
よ
り
、
「
済
生
会
の
役

職
員
は
済
生
会
の
趣
旨
に
則
り
、
出
来

る
限
り
の
救
調
・
救
援
活
動
に
当
た
る

よ
う
に
」
と
い
う
お
言
葉
を
賜
わ
り
、

通
知
す
る
。

（
五
）
、
同
月
二
十
六
日
、
総
裁
高
松
宮
宣
仁
親

王
妃
喜
久
子
殿
下
よ
り
、
救
護
・
救
援

活
動
の
推
進
に
役
立
て
る
よ
う
に
と
の

思
し
召
し
に
よ
り
、
活
動
資
金
を
賜
わ

り
、
こ
れ
を
通
知
す
る
。

（
六
）
、
同
月
二
十
七
日
、
既
に
援
助
活
動
は
実

施
し
て
い
た
が
、
長
期
的
な
援
助
活
動

が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
継
続
的
に
計
画

を
立
案
す
べ
く
、
活
動
要
員
の
登
録
依

頼
及
び
災
害
対
策
本
部
要
領
に
つ
い
て

通
知
す
る
。
な
お
同
日
、
神
戸
市
長
よ

り
の
巡
回
診
療
船
済
生
丸
で
の
継
続
診

療
の
要
請
書
を
併
せ
て
通
知
す
る
。

（
七
）
、
同
月
―
二
十
日
、
済
生
会
救
助
活
動
状
況

に
つ
い
て
通
知
。
ま
た
、
済
生
会
の
被

害
状
況
調
査
の
依
頼
を
併
せ
て
通
知
す

る。

（
八
）
、
同
月
―
―
―
十
一
日
、
瀬
戸
内
海
巡
回
診
療

船
「
済
生
丸
」
の
、
継
続
派
遣
に
つ
い

て
の
依
頼
通
知
を
関
係
四
県
支
部
に
行

゜
ぷ
ノ

（
九
）
、
二
月
二
日
、
派
遣
登
録
に
基
づ
き
、
済

生
丸
診
療
班
派
遣
要
員
に
つ
い
て
の
依

頼
を
通
知
す
る
。
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(
+
）
、
同
日
、
災
害
対
策
本
部
の
名
称
を
「
兵

庫
県
南
部
地
震
災
害
対
策
本
部
」
か
ら
、

「
済
生
会
阪
神
大
震
災
現
地
対
策
本
部
」

と
変
更
し
た
こ
と
を
通
知
す
る
。

（
十
一
）
、
同
月
三
日
、
阪
神
大
震
災
義
損
金
に
つ

い
て
の
依
頼
を
通
知
す
る
（
阪
神
大
震

災
に
よ
り
災
害
を
受
け
た
方
々
の
た
め

の
義
損
金
と
す
る
）
。

（
十
二
）
、
同
月
九
日
、
済
生
会
の

二
月
七
日
現
在

の
活
動
状
況
に
つ
い
て
通
知
す
る
。

（
十
三
）
、
同
日
、
東
灘
区
診
療
班
派
遣
要
員
の
依

頼
を
通
知
す
る
。

（
十
四
）
、
同
月
二
十
三
日
済
生
会
の
派
遣
診
療
活

動
の
撤
収
及
び
現
地
対
策
本
部
の
撤
収

を
通
知
す
る
。

（
十
五
）
、
同
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
八
日
の
間
に
、

厚
生
省

・
兵
庫
県

・
神
戸
市

・
長
田

・

東
灘
両
保
健
所
に
対
し
て
撤
収
報
告
を

通
知
す
る
。

（
十
六
）
、
同
月
二
十
四
日
、
阪
神
大
震
災
義
損
金

の
集
計
報
告
並
び
に
本
義
損
金
を
兵
庫

県
及
び
神
戸
市
に
折
半
し
て
、
本
部
か

ら
目
録
を
持
参
し
た
旨
の
報
告
を
通
知

す
る
。

（
十
七
）
、
三
月
三
日
、
済
生
会
派
遣
診
療
活
動
状

況
の
ま
と
め
の
報
告
及
び
神
戸
市
よ
り

の
謝
意
の
通
知
書
を
併
せ
て
通
知
す
る
。

以
上
が
主
な
通
知
関
係
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
も

関
連
多
数
の
連
絡

・
通
知
を
行
っ
て
い
る
が
、
対
応

の
遅
れ
等
で
、
支
部

・
施
設
に
対
し
て
、
大
変
御
迷

ー・—• ^ 

差辺知知遵氾El/」T¢106泣 0初
7 （火） Fa, • 06 372-01『i

がい⇔廷兄・・累"”
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惑
を
か
け
た
と
思
う
。
診
療
活
動
に
対
し
て
も
、
初

期
の
体
制

・
中
期
の
体
制

・
終
息
期
の
体
制
と
そ
の

対
応
も
変
化
し
て
き
て
い
る
状
況
で
、
も
っ
と
有
効

な
情
報
が
提
供
で
き
た
ら
、
派
遣
要
員
の
方
々
の
行

動
も
、
診
療
も
的
確
に
実
施
で
き
て
い
た
と
思
う
が
、

少
人
数
の
本
部
職
員
が
通
常
業
務
を
行
い
な
が
ら
、

本部事務局の掲示板

こ
の
突
発
的
な
災
害
に
対
応
す
べ
く
、
現
地
対
策
本

部
へ
の
派
遣
と
、
派
遣
要
員
の
方
々
か
ら
の
情
報
や

報
告
書
の
伝
達
等
の
業
務
に
努
力
し
て
も
ら
い
、
裏

方
の
仕
事
で
は
あ
っ
た
が
、
大
変
心
強
く
感
じ
た
次

第
で
あ
る
。
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本部事務局の対応

一
月
十
七
日
の
情
報
事
情

地
震
等
に
よ
る
大
災
害
時
に
は
被
災
地
域
が
広
範

囲
に
亘
る
ほ
ど
過
度
の
通
話
の
集
中
や
通
信
施
設
の

障
害
発
生
等
で
電
話
回
線
が
不
通
と
な
る
の
が
常
だ

が
、
一
月
十
七
日
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

早
暁
の
地
震
発
生
で
、
朝
か
ら
東
京
＼
阪
神
間
は

も
と
よ
り
、
近
畿
以
西
の
各
地
と
も
連
絡
が
つ
か
な

い
状
態
が
続
き
、
す
さ
ま
じ
い
大
都
市
災
害
の
惨
状

が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
状
況
を
テ
レ
ビ
の

画
面
で
見
守
り
な
が
ら
、
近
畿
と
そ
の
周
辺
地
域
の

済
生
会
施
設
の
被
害
状
況
を
案
じ
て
い
た
。

昼
近
く
な
っ
て
、
大
阪
の
一
施
設
か
ら
災
害
と
は

別
の
用
件
で
電
話
が
入
っ
た
。
電
話
に
出
て
い
る
女

性
に
た
ず
ね
る
と
「
施
設
そ
の
も
の
に
大
き
な
被
害

は
な
い
。
病
院
か
ら
の
電
話
が
全
く
通
じ
な
い
の
で
、

少
し
離
れ
た
所
の
公
衆
電
話
か
ら
か
け
て
み
た
ら
幸

い
に
も
通
じ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
女
性
の

機
転
で
貴
重
な
情
報
が
入
っ
た
。
か
く
し
て
公
衆
電

話
を
使
え
ば
、
西
日
本
か
ら
で
も
、
逆
に
東
京
か
ら

で
も
電
話
が
通
じ
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

各
地
の
施
設
の
状
況
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て

い
っ
た
。

本
部
・
総
務
課
が
こ
の
日
午
後
二
時
現
在
、
安
否

を
確
認
し
た
施
設
は
三
十
一
施
設
、
午
後
五
時
に
は

四
十
施
設
を
確
認
し
て
こ
れ
を
各
支
部
・
施
設
に

F

A
X
で
連
絡
し
た
の
で
あ
っ
た
。

「
ニ
ュ
ー
ス
済
生
」
と
「
済
生
」

二
月
二
十
日
発
行
の
「
ニ
ュ
ー
ス
済
生
」
は
、
地

震
発
生
以
後
済
生
会
が
救
援
活
動
に
立
ち
上
が
っ
て

か
ら
ほ
ぼ
三
週
間
の
概
要
を
中
心
に
異
例
の
四
ペ
ー

ジ
だ
て
で
編
集
し
た
。

「
阪
神
大
震
災
現
地
対
策
本
部
中
津
医
療
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
設
置
」
の
七
段
抜
き
大
見
出
し
は
読
者

を
少
し
ば
か
り
驚
か
せ
た
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、

横
見
出
し
に
も
な
っ
た
「
済
生
会
あ
げ
て
の
救
援
活

動
」
は
、
本
会
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
に
歴
史
的
な
こ

と
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

紙
面
は
「
総
裁
高
松
宮
妃
殿
下
よ
り
お
こ
と
ば

と
多
額
の
救
援
資
金
を
賜
っ
た
」
こ
と
を
は
じ
め
と

し
て
、
被
災
地
各
拠
点
で
展
開
中
の
救
援
活
動
や
済

生
丸
の
活
躍
、
そ
の
活
動
に
参
加
し
た
施
設
か
ら
の

報
告
と
貴
重
な
多
数
の
写
真
等
で
埋
ま
っ
た
。

一
方
、
「
済
生
」
は
こ
の
時
点
で
二
月
号
の
編
集

作
業
が
進
行
中
で
、
新
た
に
災
害
関
連
の
記
事
を
用

意
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
”
写
真
中
心
の

特
集
な
ら
な
ん
と
か
な
る
“
と
の
判
断
で
、
急
き
ょ

「
阪
神
大
震
災
写
真
特
報
」
を
組
ん
だ
。

震
災
発
生
直
後
の
迫
力
あ
る
写
真
は
新
聞
社
の
提

供
を
求
め
た
が
、
あ
と
は
す
べ
て
派
遣
活
動
に
参
加

し
た
施
設
の
か
た
が
た
が
撮
影
し
た
写
真
ば
か
り
で

誌
面
を
構
成
し
た
。

続
く
三
月
号
で
は
、
救
援
活
動
に
参
加
さ
れ
た
か

た
が
た
の
生
々
し
い
報
告
と
”
地
震
•
そ
の
と
き
“

の
体
験
を
中
心
に
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
「
報

告
阪
神
大
震
災
」
の
特
集
を
組
ん
だ
。

非
常
事
態
の
多
忙
を
き
わ
め
る
中
で
、
記
事
や
情

報
、
貴
重
な
写
真
等
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
た

が
た
、
と
く
に
情
報
提
供
の
手
配
等
で
ご
苦
労
を
い

た
だ
い
た
通
信
員
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ

げ
る
。
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ピ
デ
オ
「
済
生
会
救
援
活
動
の
記
録
」

済
生
会
の
組
織
が
綿
密
な
連
け
い
を
と
り
合
い
、

四
十
一
日
間
の
長
期
に
亘
っ
て
く
り
広
げ
た
、
こ
の

画
期
的
な
救
援
活
動
を
「
紙
」
だ
け
で
な
く
「
動
く

映
像
」
の
記
録
と
し
て
残
そ
う
と
「
阪
神
大
震
災
済

生
会
救
援
活
動
の
記
録
」
と
題
す
る
二
十
三
分
の
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
は
作
ら
れ
た
。
だ
が
、
完
成
ま
で
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
難
問
も
あ
っ
た
。

第
一
、
交
通
が
途
絶
し
都
市
機
能
が
破
壊
さ
れ
た

災
害
地
に
、
報
道
機
関
の
よ
う
に
認
知
さ
れ
て
い
な

い
取
材
ス
タ
ッ
フ
が
入
り
込
む
こ
と
自
体
困
難
で
あ

り
、
ま
た
多
く
の
人
々
に
迷
惑
が
ら
れ
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
決
し
て
歓
迎
さ
れ
な
い
取
材
で
あ
る
。
手
薄

な
要
員
と
限
ら
れ
た
取
材
時
間
。
何
よ
り
も
企
画
・

制
作
の
大
元
で
あ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
（
広
報
室
）

が
東
京
を
離
れ
ら
れ
な
い
こ
と
も
大
き
な
ネ
ッ
ク
で

あ
っ
た
。
'

在
阪
の
ビ
デ
オ
制
作
会
社
に
取
材
(
•
制
作
（
映
像

編
集
・
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
依
頼
し
た
の
が
二
月
二

日。
ビ
デ
オ
会
社
に
「
済
生
会
と
は
」
「
済
生
会
の
救

援
活
動
状
況
」
な
ど
の
基
本
情
報
と
ビ
デ
オ
の
企

画
・
構
成
素
案
な
ど
を
電
話
と

F
A
X
で
連
絡
す
る

一
方
、
済
生
会
の
現
地
対
策
本
部
を
は
じ
め
、
診
療

班
を
派
遣
し
て
い
る
施
設
、
派
遣
先
の
関
係
者
等
へ

取
材
協
力
の
お
願
い
を
し
、
取
材
の
内
容
、
日
時
、

湯
所
等
の
設
定
を
進
め
た
。

a

と
く
に
派
遣
診
療
の
現
場
で
緊
張
や
疲
労
と
闘
い

な
が
ら
立
ち
働
い
て
い
る
か
た
が
た
に
、
電
話
一
本

で
い
ろ
い
ろ
と
勝
手
な
注
文
を
つ
け
余
分
な
仕
事
を

お
願
い
す
る
の
は
心
苦
し
い
こ
と
だ
っ
た
。

っ
被
災
地
が
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
は
じ

め
た
二
月
六
日
（
月
）
か
ら
取
材
に
入
る
こ
と
に
な

っ
た
。
最
初
の
取
材
は
こ
の
日
滋
賀
県
病
院
の
診
療

班
が
入
っ
た
灘
高
校
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
前
日
に
な

っ
て
、
大
阪
方
面
か
ら
車
で
入
る
予
定
の
取
材
ス
タ

ッ
フ
か
ら
「
緊
急
車
両
」
の
許
可
証
が
な
け
れ
ば
動

き
が
と
れ
な
い
の
で
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
連

絡
が
あ
り
、
あ
わ
て
た
。

中
津
病
院
の
現
地
対
策
本
部
に
詰
め
て
い
た
本
部

職
員
に
事
情
を
説
明
、
窓
口
が
閉
ま
っ
て
い
る
北
区

役
所
、
大
淀
警
察
署
へ
と
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
な

ん
と
か
す
べ
り
込
み
で
許
可
証
を
手
に
入
れ
る
と
い

う
一
幕
も
あ
っ
た
。

取
材
を
予
定
し
て
い
る
関
係
者
の
細
か
な
動
静
も

東
京
で
は
な
か
な
か
分
か
ら
ず
、
予
定
の
変
更
が
あ

る
と
そ
の
連
絡
が
簡
単
に
は
い
か
な
い
。
ま
た
交
通

の
状
況
が
混
乱
し
て
い
る
の
で
、
取
材
先
に
た
ど
り

つ
く
ま
で
の
所
要
時
間
の
め
ど
が
立
た
ず
、
こ
の
点

で
も
ず
い
分
と
ご
迷
惑
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

兵
庫
県
病
院
の
取
材
で
も
約
束
の
時
間
に
大
幅
に
お

く
れ
た
た
め
予
定
の
取
材
が
で
き
ず
、
準
備
を
し
て

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ
た
か
た
が
た
に
お
詫
び
を
す

る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
の
な
か
で
、
二
月

十
四
日
に
取
材
を
完
了
。
長
尺
の
映
像
テ
ー
プ
と
コ

メ
ン
ト
（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
ど
う
組
み
立
て
る
か
、

制
作
、
編
集
の
打
ち
合
わ
せ
に
東
京
か
ら
大
阪
へ
向

か
っ
た
の
は
三
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
か
つ

て
放
送
の
職
場
を
共
に
し
た
旧
知
の
制
作
ス
タ
ッ
フ

’、̀ J 

は
い
ず
れ
も
優
秀
で
、
映
像
は
予
想
以
上
に
よ
く
整

っ
て
い
た
。

映
像
の
中
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
く
れ
た
お

年
寄
り
は
心
か
ら
済
生
会
の
活
動
に
感
謝
し
て
く
れ

て
い
た
し
、
表
情
が
よ
く
出
て
い
た
。
何
よ
り
も
済

生
丸
の
船
内
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
「
災
害
の

時
こ
そ
、
済
生
会
精
神
で
」
と
話
す
ド
ク
タ
ー
の
態

度
は
す
ば
ら
し
く
、
「
さ
す
が
は
済
生
会
の
医
師
」

と
納
得
さ
せ
ら
れ
た
。

四
月
初
め
、
完
成
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
早
速
、

総
裁
高
松
宮
妃
殿
下
に
ご
覧
い
た
だ
い
た
。
妃
殿

下
は
「
済
生
会
の
活
躍
ぶ
り
が
よ
く
分
か
っ
た
、
天

皇
、
皇
后
両
陛
下
に
も
お
見
せ
す
る
よ
う
に
」
と
仰

せ
ら
れ
た
と
う
か
が
い
、
映
像
の
記
録
を
作
っ
た
甲

斐
が
あ
っ
た
い
う
思
い
で
あ
っ
た
。

あ
ら
た
め
て
、
多
大
の
迷
惑
を
か
え
り
み
ず
取
材
、

制
作
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
か
た
が
た
に
厚
く
お
礼

を
申
し
あ
げ
た
い
と
思
う
。

j

そ
し
て
こ
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
済
生
会
の
歴
史
の

記
録
や
研
修
等
の
教
材
に
と
ど
ま
ら
ず
、
済
生
会
精

神
を
よ
り
広
く
社
会
に
理
解
し
て
も
ら
う
資
料
と
し

て
も
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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